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１．研究計画の概要 
(1) 家庭科は、戦後の学校教育において保育 
教育を担ってきた実績を有しているが、昨今

の子どもが育つ環境を考えると、なお様々な

課題が存在しているといえる。昨年３月に告

示された新『中学校 学習指導要領』では、

保育領域の一層の充実が図られた。近年では

「保育体験学習」を実施している中学校・高

等学校は急増しているが、その実情は送り出

す（中学・高校）側も、受け入れる（幼稚園・

保育所）側も様々であり、教育プログラムは

十分に系統立っているとは言い難い。そこで、

家庭科の「保育体験学習」の実態を把握し、

課題を整理し明確化する。 
(2) 「幼児とのふれ合い体験」は、家庭科の 
みならず、総合的学習の中の職場体験学習

（キャリア学習）やボランティア活動などさ

まざまな位置づけのもとに行われている。し

かし、家庭科は保育に関する知識・技術を中

学・高校と一貫して教える役割を果たしてき

たことから、家庭科が基軸となって「幼児と

のふれ合い体験学習」を主導していくべきで

あると考える。本研究は、そのための優れた

カリキュラムの開発に向けて考察を行う。 

(3) 「幼児とのふれ合い体験学習」を通じて 
生徒に何が育つのかについて、人間発達の見

通しの獲得や子どもに対する行動・態度・感

情の変容などについて実証的に検証して明

確化する。それらに基づき、総合的に考察を

行い、優れたカリキュラムの開発を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 中・高生にとって「幼児とのふれ合い体

験学習」による効果として、乳幼児に対する

肯定的な感情やイメ－ジをもったり、自分の

成長を振り返ったり、親に対して感謝の気持

をもつようになるなど、その効果は乳幼児理

解にとどまらず自己の成長とも密接に関連

していることは既に先行研究により示唆さ

れている。しかし、「幼児とのふれ合い体験

学習」を受け入れる側（幼稚園・保育所）は

それをどのように位置づけ、捉えているのだ

ろうか。そこで、幼稚園・保育所を対象に質

問紙調査および面接法により資料を収集し

て受け入れ側にとっての意義について尋ね

た。その結果、保護者の不適切な子どもとの

かかわりが増加していると実感している保

育現場としては、近い将来に親となる世代で
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ある中･高生が幼児とふれ合う体験の場を提

供することにより、幼児理解を促して「将来

の親」に対する「子育て支援」となると捉え

ていることがうかがえた。 
(2) 「中・高生の幼児とのふれ合い体験学習」

にあたっては、中・高生のみならず幼児にと

っても教育効果のある「ふれ合い」の実現が

望まれることから、生徒を送り出す側（中

学・高校の教員）と受け入れる側（幼稚園・

保育所の保育者）の相互理解を深める必要が

あると考えた。そこで、『保育体験学習ガイ

ドブック』を作成した。作成には、中学･高

校の家庭科教員 4 名と幼稚園･保育所の保育

者 3 名の計 7 名の専門的意見を聴取し参考に

した。なお、平成 21 年 5 月に開催される日

本保育学会第 62 回大会においてシンポジウ

ムを開催し、参会者に配布する予定である。 
(3) 「『幼児とのふれ合い体験学習』を通して

育つもの」について、中･高･大学生を対象に

調査を実施した。その結果、幼児についての

知識は中･高･大学生と発達に伴って上昇し

ていること、および知識と幼児に対する肯定

的感情は関連が深いことが明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度  
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 現在、学会誌に投稿中の論文１本、学会誌

に投稿すべく準備中の論文１本のほかに、学

会誌に投稿を予定して結果の集計・考察を行

っているものがある。 
 また、資料収集を行う中で、「中・高生の

幼児とのふれ合い体験学習」のより一層の充

実を図るためには、中・高の教員と幼稚園・

保育所の保育者の相互理解を深めることが

重要であるとの認識に至り、当初の計画には

なかったが、『保育体験学習ガイドブック』

（全 24 頁）を作成した。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 現在準備中の論文を作成して、学会誌に２

本を投稿する。さらに、論文１本を作成して

学会誌に投稿する予定である。また、研究代

表者および研究分担者２名が得られた資料

の中からそれぞれの視点のもとに各論的に

取り上げて論文を作成し、勤務校の紀要等に

掲載する予定である。 
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